
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】車体フレーム等のワークを溶接するにあたり、

高精度に位置決め保持するとともに、姿勢の変換を簡単

な構成で行うことができるようにし、しかも、すべての

機種に簡易に対応できるようにする。

【解決手段】基台２０の枢支軸２１周りに回動自在な回

転体２２に、車体フレーム（ワークＷ）のヘッドパイプ

を保持するヘッドパイプ固定部２３と、ピボットを保持

するピボット支持台２６の基準ピン部２７を設け、ピボ

ット支持台２６をスライド自在にすることで、基準ピン

部２７とヘッドパイプ固定部２３の相互距離を調整可能

にする。また、ヘッドパイプ固定部２３の挿入バーｊの

傾斜角を固定、フリー状態自在にし、あらゆる機種のワ

ークＷを保持できるようにする。また、枢支軸２１と基

準ピン部２７を結ぶ線周りに回転体２２を回転自在にす

る。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
溶 接 時 に ワ ー ク を 保 持 し て 姿 勢 を 制 御 す る 姿 勢 制 御 治 具 で あ っ て 、 基 台 の 枢 支 軸 周 り に 回
動 自 在 な 回 転 体 と 、 こ の 回 転 体 に 所 定 の 距 離 間 隔 で 設 け ら れ る 第 １ 、 第 ２ の ク ラ ン プ 部 を
備 え 、 前 記 回 転 体 は 、 前 記 枢 支 軸 と 直 交 す る 一 軸 周 り に 回 動 自 在 に さ れ る と と も に 、 前 記
第 ２ の ク ラ ン プ 部 は 第 １ の ク ラ ン プ 部 に 対 し て 接 近 、 離 反 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に さ れ 、 ま
た 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 部 は 、 ワ ー ク の 所 定 箇 所 を ク ラ ン プ す る 際 は 傾 動 角 が 固 定 状 態 と
さ れ 、 そ の 後 傾 動 角 が フ リ ー に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 姿 勢 制 御 治 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ワ ー ク は バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム で あ り 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 部 は 、 車 体 フ レ ー
ム の ヘ ッ ド パ イ プ を 保 持 す る ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 で あ り 、 前 記 第 ２ の ク ラ ン プ 部 は 、 車 体
フ レ ー ム の ピ ボ ッ ト を 保 持 す る ピ ボ ッ ト 支 持 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
姿 勢 制 御 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 自 動 二 輪 車 等 の バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム を 溶 接 す る 際 、 あ ら ゆ る
方 向 か ら 最 適 な 姿 勢 で 溶 接 す る こ と が で き 、 ま た 、 す べ て の 機 種 の 車 体 フ レ ー ム を 確 実 に
位 置 決 め 保 持 で き る 簡 易 な 構 造 の 姿 勢 制 御 治 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 溶 接 時 に お い て 車 体 フ レ ー ム 等 の ワ ー ク を 精 度 良 く 保 持 し 、 ま た 、 ワ ー ク の 姿 勢
を 自 在 に 変 化 さ せ る こ と の で き る ワ ー ク 受 台 と し て 、 昇 降 機 構 と ス イ ン グ 機 構 と 回 転 機 構
を 備 え た 溶 接 作 業 台 が 知 ら れ て お り 、 こ の 技 術 で は 、 溶 接 箇 所 に 応 じ て ワ ー ク を 昇 降 さ せ
た り 、 ワ ー ク を 傾 け た り 、 ワ ー ク を 回 転 さ せ た り す る こ と で 溶 接 作 業 を 効 率 的 に 行 う よ う
に し て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
　 ま た 、 溶 接 時 に 車 体 フ レ ー ム の 機 種 に 合 わ せ て 高 精 度 に 位 置 決 め す る 装 置 と し て 、 ワ ー
ク が 位 置 決 め 固 定 さ れ る 位 置 決 め 治 具 を 、 位 置 決 め ロ ボ ッ ト と 、 位 置 決 め 治 具 保 持 機 構 に
よ っ て 保 持 す る と 同 時 に 、 ワ ー ク の 作 業 姿 勢 を 変 更 す る た め 、 位 置 決 め 保 持 機 構 の 係 合 部
を 変 位 可 能 に し た 技 術 も 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ８ ６ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ４ ５ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 前 記 特 許 文 献 １ の よ う な 溶 接 作 業 台 は 、 ワ ー ク の 姿 勢 を 自 在 に 変 化 さ せ る こ
と が で き る も の の 、 ワ ー ク の 保 持 が 、 車 体 フ レ ー ム の ヘ ッ ド パ イ プ の 一 ヶ 所 だ け で あ る た
め 、 位 置 決 め 精 度 に 限 度 が あ り 、 高 精 度 に 位 置 決 め し て お く 必 要 の あ る 場 合 に は 適 用 す る
こ と が で き な い 。
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の よ う に 、 ワ ー ク が 位 置 決 め さ れ る 位 置 決 め 治 具 を 、 位 置 決 め ロ ボ ッ
ト と 、 位 置 決 め 治 具 保 持 機 構 に よ っ て 保 持 す る 技 術 は 、 位 置 決 め 治 具 を 機 種 に 合 わ せ て 複
数 準 備 す る 必 要 が 生 じ る と 同 時 に 、 設 備 ス ペ ー ス が 広 が り 、 ま た 装 置 構 成 も 複 雑 化 す る と
い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 車 体 フ レ ー ム 等 の ワ ー ク を 溶 接 す る に あ た り 、 高 精 度 に 位 置 決 め 保 持
す る と と も に 、 姿 勢 の 変 換 を 簡 単 な 構 成 で 行 う こ と が で き る よ う に し 、 し か も 、 す べ て の
機 種 に 簡 易 に 対 応 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 溶 接 時 に ワ ー ク を 保 持 し て 姿 勢 を 制 御 す る 姿 勢 制 御
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治 具 に お い て 、 基 台 の 枢 支 軸 周 り に 回 動 自 在 な 回 転 体 と 、 こ の 回 転 体 に 所 定 の 距 離 間 隔 で
配 設 さ れ る 第 １ 、 第 ２ の ク ラ ン プ 部 を 設 け 、 前 記 回 転 体 を 、 前 記 枢 支 軸 と 直 交 す る 一 軸 周
り に 回 動 自 在 に す る と と も に 、 前 記 第 ２ の ク ラ ン プ 部 を 第 １ の ク ラ ン プ 部 に 対 し て 接 近 、
離 反 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に し 、 ま た 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 部 と し て 、 ワ ー ク の 所 定 箇 所 を
ク ラ ン プ す る 際 は 傾 動 角 が 固 定 状 態 と な り 、 そ の 後 傾 動 角 が フ リ ー に な る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 回 転 体 の 第 １ 、 第 ２ の ク ラ ン プ 部 で ワ ー ク を 保 持 す る こ と に よ り 、 位 置 決 め 精
度 を 高 め る よ う に し 、 回 転 体 を 枢 支 軸 と 、 こ れ に 直 交 す る 一 軸 と の 二 軸 周 り に 回 動 さ せ る
こ と に よ り 、 ワ ー ク の 姿 勢 を 変 化 さ せ る 。 こ の こ と に よ り 、 溶 接 に 最 適 な 方 向 か ら 精 度 よ
く 溶 接 す る こ と が で き る よ う に な り 、 ま た 、 溶 接 時 の ス パ ッ タ が ワ ー ク に 与 え る 悪 影 響 を
避 け る こ と が で き る 。
　 ま た 、 第 １ の ク ラ ン プ 部 を 固 定 、 フ リ ー 状 態 自 在 に し 、 第 ２ の ク ラ ン プ 部 を ス ラ イ ド 自
在 に す れ ば 、 異 な っ た 機 種 の ワ ー ク で も 簡 易 に ク ラ ン プ し て 位 置 決 め で き る よ う に な り 、
設 備 ス ペ ー ス も 広 が ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 際 、 前 記 ワ ー ク を バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム と し 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 部 を 、 車
体 フ レ ー ム の ヘ ッ ド パ イ プ を 保 持 す る ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 に す る と と も に 、 前 記 第 ２ の ク
ラ ン プ 部 を 、 車 体 フ レ ー ム の ピ ボ ッ ト を 保 持 す る ピ ボ ッ ト 支 持 部 に す れ ば 好 適 で あ り 、 す
べ て の 機 種 の 車 体 フ レ ー ム の 溶 接 に 適 用 で き る よ う に な る 。
　 な お 、 バ イ ク 型 車 両 と し て は 、 オ ー ト バ イ 等 の 二 輪 車 の ほ か 、 四 輪 バ イ ク や 三 輪 バ イ ク
等 も 含 ま れ る も の と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 溶 接 時 に ワ ー ク を 保 持 し て 姿 勢 を 制 御 す る 姿 勢 制 御 治 具 と し て 、 二 軸 周 り に 回 動 自 在 な
回 転 体 に 第 １ 、 第 ２ の ク ラ ン プ 部 を 設 け 、 第 ２ の ク ラ ン プ 部 を 第 １ の ク ラ ン プ 部 に 対 し て
接 近 、 離 反 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に す る と も に 、 第 １ の ク ラ ン プ 部 を 固 定 、 フ リ ー 状 態 自 在
に す れ ば 、 ワ ー ク の 機 種 が 異 な る 場 合 で も 容 易 に 対 応 で き る 。
　 こ の 際 、 ワ ー ク を バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム と し 、 第 １ の ク ラ ン プ 部 を 、 車 体 フ レ ー
ム の ヘ ッ ド パ イ プ を 保 持 す る ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 に す る と と も に 、 第 ２ の ク ラ ン プ 部 を 、
車 体 フ レ ー ム の ピ ボ ッ ト を 保 持 す る ピ ボ ッ ト 支 持 部 に す れ ば 好 適 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 添 付 し た 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 こ こ で 図 １ は 自 動 溶 接 シ ス テ ム の 構 成 概 要 の 一 例 を 示 す 全 体 図 、 図 ２ は 搬 送 ロ ボ ッ ト の
説 明 図 、 図 ３ は 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の 一 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ４ は 二 輪 バ イ ク
型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の 機 種 に よ る 形 態 の 違 い の 一 例 を 示 す 説 明 図 、 図 ５ は 搬 送 ロ ボ ッ ト
に よ る ワ ー ク 把 持 要 領 の 一 例 を 示 す 説 明 図 、 図 ６ は 増 打 ス テ ー シ ョ ン に 配 置 さ れ る ワ ー ク
セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 の 説 明 図 、 図 ７ は ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 に よ る ワ ー ク 保 持 要
領 の 一 例 を 示 す 説 明 図 、 図 ８ は ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 に よ る ワ ー ク 姿 勢 制 御 の 一 例
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 姿 勢 制 御 治 具 は 、 本 実 施 例 で は 、 仮 付 け 溶 接 さ れ た バ イ ク 用 車 両 の 車 体 フ
レ ー ム 等 の ワ ー ク を 増 打 溶 接 す る 自 動 溶 接 シ ス テ ム の 増 打 ス テ ー シ ョ ン に 配 設 さ れ 、 ワ ー
ク を 高 精 度 に 位 置 決 め 保 持 す る と と も に 、 姿 勢 の 変 換 を 簡 単 な 構 成 で 行 う こ と が で き る よ
う に し 、 し か も 、 す べ て の 機 種 に 簡 易 に 対 応 で き る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま ず 、 自 動 溶 接 シ ス テ ム 全 体 か ら 説 明 す る と 、 図 １ に 示 す よ う に 、 自 動 溶 接 シ ス テ ム １
は 、 作 業 者 が 手 作 業 で 仮 付 け 治 具 ２ 上 に 部 品 を セ ッ ト す る 部 品 セ ッ ト 部 ３ と 、 部 品 セ ッ ト
部 ３ か ら 搬 送 さ れ た 仮 付 け 治 具 ２ 上 の 部 品 を 不 図 示 の 溶 接 ロ ボ ッ ト で 仮 付 け 溶 接 す る 仮 付
け ス テ ー シ ョ ン ４ と 、 仮 付 け ス テ ー シ ョ ン ４ で 仮 付 け さ れ た ワ ー ク Ｗ を 増 打 ス テ ー シ ョ ン
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６ に 搬 送 す る 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ と 、 増 打 ス テ ー シ ョ ン ６ に 配 設 さ れ る ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制
御 治 具 ７ を 備 え て お り 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ は 仮 付 け さ れ た ワ ー ク Ｗ を ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制
御 治 具 ７ に 受 渡 す よ う に さ れ る と と も に 、 こ の ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ 上 で 不 図 示
の 溶 接 ロ ボ ッ ト で 本 付 け 溶 接 を 行 う よ う に さ れ て い る 。 そ し て 前 記 部 品 セ ッ ト 部 ３ が ワ ー
ク 投 入 部 と さ れ る と と も に 、 前 記 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の 可 動 範 囲 内 に 不 図 示 の ワ ー ク 払 出 部 が
設 け ら れ て お り 、 増 打 ス テ ー シ ョ ン ６ で 本 付 け 溶 接 さ れ た ワ ー ク Ｗ は 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ に
把 持 さ れ て ワ ー ク 払 出 部 に 払 出 さ れ る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 一 台 の 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の 可 動 範 囲 内 に 仮 付 け ス テ ー シ ョ ン ４ や 増 打 ス テ ー シ ョ
ン ６ の よ う な 複 数 の 溶 接 ス テ ー シ ョ ン を 設 け れ ば 、 設 備 ス ペ ー ス を 縮 小 化 す る こ と が で き
る が 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の 役 割 と し て 、 仮 付 け ス テ ー シ ョ ン ４ で 仮 付 け さ れ た ワ ー ク を 増 打
ス テ ー シ ョ ン ６ に 搬 送 す る 役 割 と 、 増 打 ス テ ー シ ョ ン ６ で 本 付 け さ れ た ワ ー ク Ｗ を ワ ー ク
払 出 部 に 搬 送 す る 役 割 と の 両 方 を 果 す 必 要 が あ る た め 、 一 般 的 に 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の ロ ボ ッ
ト ハ ン ド の 移 動 軌 跡 に 無 駄 が 多 く な り が ち で あ る 。
　 こ の た め 、 本 シ ス テ ム で は 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の 移 動 軌 跡 の 無 駄 を な く す と 同 時 に 、 ワ ー
ク Ｗ の 機 種 が 変 更 さ れ た 場 合 で も 簡 易 に 対 応 で き る よ う に さ れ 、 本 実 施 例 で は 、 バ イ ク 型
車 両 の す べ て の 車 体 フ レ ー ム の 溶 接 に 適 用 で き る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 す な わ ち 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 多 関 節 ロ ボ ッ ト と し て 構 成 さ れ る ロ
ボ ッ ト ア ー ム の 先 端 に 、 上 下 一 対 の 把 持 部 ８ ａ 、 ８ ｂ を 備 え て お り 、 こ れ ら 把 持 部 ８ ａ 、
８ ｂ に よ っ て 複 数 の ワ ー ク Ｗ を 同 時 に 把 持 で き る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 把 持 部 ８ ａ 、 ８ ｂ は 、 ア ー ム １ ０ の 中 心 軸 ｘ を 基 本 に し て 上 下 対 称 形 に 同 じ 形 態 で
設 け ら れ て お り 、 ア ー ム １ ０ は 中 心 軸 ｘ 周 り に 回 転 自 在 に さ れ て い る 。 こ の た め 、 任 意 の
側 の 把 持 部 ８ ａ 、 ８ ｂ を 下 向 き に す る こ と が で き る よ う に さ れ る と と も に 、 ア ー ム １ ０ の
先 端 部 に は 、 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の ヘ ッ ド パ イ プ を 保 持 す る た め の そ れ ぞ れ
の ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ と 、 こ の ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 挿 入
バ ー ｉ の 傾 斜 角 を 変 化 さ せ る た め の エ ア シ リ ン ダ １ ３ が 設 け ら れ て お り 、 ま た ア ー ム １ ０
の 上 面 と 下 面 に は 、 ス ラ イ ド 部 １ ０ ｓ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 １ １
ａ 、 １ １ ｂ の 挿 入 バ ー ｉ は 、 ヘ ッ ド パ イ プ 内 に 挿 入 さ れ た 後 、 例 え ば 拡 縮 自 在 な 爪 チ ャ ッ
ク 機 構 に よ り ヘ ッ ド パ イ プ 内 に 固 定 で き る よ う な 構 造 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 各 ス ラ イ ド 部 １ ０ ｓ に は 、 そ れ ぞ れ 紙 面 垂 直 方 向 の 左 右 一 対 の フ レ ー ム ク ラ ン
プ 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ が 矢 印 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に 設 け ら れ 、 ま た 、 ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 １
１ ａ 、 １ １ ｂ よ り や や 内 側 に 奥 ま っ た 箇 所 に は 、 四 輪 バ イ ク 型 車 両 の フ ロ ン ト フ レ ー ム を
ク ラ ン プ す る た め の フ ロ ン ト 固 定 部 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ が 設 け ら れ 、 ク ラ ン プ 部 が 矢 印 方 向 に
進 退 動 自 在 に さ れ て い る 。 そ し て 、 一 方 側 の ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 １ １ ａ と 同 側 の フ レ ー ム
ク ラ ン プ 部 １ ４ ａ 、 フ ロ ン ト 固 定 部 １ ５ ａ に よ り 一 方 側 の 把 持 部 ８ ａ が 構 成 さ れ 、 他 方 側
の ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 １ １ ｂ と 同 側 の フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４ ｂ 、 フ ロ ン ト 固 定 部 １ ５ ｂ
に よ り 他 方 側 の 把 持 部 ８ ｂ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 い ず れ の 把 持 部 ８ ａ 、 ８ ｂ で も 、 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 場 合 、 ヘ ッ ド パ イ プ 固 定
部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 挿 入 バ ー ｉ を 図 ３ に 示 す ワ ー ク Ｗ の ヘ ッ ド パ イ プ ａ 内 に 挿 入 し て 内 側
か ら 固 定 し 、 フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ に よ り 、 ワ ー ク Ｗ の リ ヤ フ レ ー ム の 所 定
位 置 ｃ を 両 側 か ら 挟 み 込 ん で ク ラ ン プ す る よ う に さ れ 、 四 輪 バ イ ク 型 車 両 の 場 合 、 フ ロ ン
ト 固 定 部 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ に よ り フ ロ ン ト フ レ ー ム を ク ラ ン プ し 、 フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４
ａ 、 １ ４ ｂ に よ り 、 ワ ー ク Ｗ の リ ヤ フ レ ー ム の 所 定 の ク ラ ン プ 位 置 を 両 側 か ら 挟 み 込 ん で
ク ラ ン プ す る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の 形 態 の 違 い の 一 例 に つ い て 図 ４ に 基 づ き 説
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明 す る 。
　 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の ヘ ッ ド パ イ プ ａ と リ ヤ フ レ ー ム の ク ラ ン プ 位 置 ｃ （
ハ ッ チ ン グ で 示 す 。 ） と ピ ボ ッ ト ｂ の 水 平 、 垂 直 距 離 の 関 係 や 、 ヘ ッ ド パ イ プ ａ の 傾 斜 角
は 、 ワ ー ク Ｗ の 機 種 に よ っ て す べ て 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の た め 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の 把 持 部 ８ ａ 、 ８ ｂ で ワ ー ク Ｗ を 把 持 す る 際 、 機 種 に 合 わ せ
て ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 挿 入 バ ー ｉ の 傾 斜 角 を 調 整 す る こ と は 勿 論 で あ る
が 、 挿 入 バ ー ｉ を ヘ ッ ド パ イ プ ａ に 挿 入 し て 固 定 し た だ け で は 、 フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４
ａ 、 １ ４ ｂ を 水 平 、 垂 直 の 二 軸 方 向 に 移 動 さ せ な け れ ば 、 リ ヤ フ レ ー ム の 所 望 の ク ラ ン プ
位 置 ｃ を ク ラ ン プ す る こ と は で き な い 。
　 し か し な が ら 、 フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を 二 軸 方 向 に 移 動 さ せ よ う と す る と
、 装 置 が 複 雑 化 し て 重 量 増 加 を 招 く よ う に な り 、 こ の 場 合 は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム 先 端 の 重 量
増 加 を 招 く た め 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ こ で 、 本 シ ス テ ム で は 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ で ワ ー ク Ｗ を 把 持 す る 際 、 ま ず 、 ヘ ッ ド パ イ
プ 固 定 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 挿 入 バ ー ｉ の 傾 斜 角 を 、 エ ア シ リ ン ダ １ ３ の 作 動 に よ り 、 取 扱
う 機 種 の ヘ ッ ド パ イ プ ａ の 傾 斜 角 に 合 わ せ た 後 、 ヘ ッ ド パ イ プ ａ 内 に 挿 入 し て 固 定 し 、 そ
の 後 、 エ ア シ リ ン ダ １ ３ の 圧 力 を 抜 い て 挿 入 バ ー ｉ の 傾 斜 角 が フ リ ー に な る よ う に し 、 そ
の 後 、 フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を ス ラ イ ド さ せ て リ ヤ フ レ ー ム の 所 望 の ク ラ ン
プ 位 置 ｃ を 把 持 す る よ う に し て い る 。
　 こ の よ う な 把 持 方 法 を 採 用 す る こ と で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 機 種 に よ っ て ヘ ッ ド パ イ プ
ａ の 傾 斜 角 や 、 所 望 の ク ラ ン プ 位 置 ｃ ま で の 位 置 関 係 が 異 な る 場 合 で あ っ て も 、 フ レ ー ム
ク ラ ン プ 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を 一 軸 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る だ け で リ ヤ フ レ ー ム の 所 望 の ク ラ
ン プ 位 置 ｃ を 把 持 で き る よ う に な り 、 装 置 の 簡 素 化 、 軽 量 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 前 記 増 打 ス テ ー シ ョ ン ６ に 配 設 さ れ る 本 発 明 の ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ に
つ い て 図 ６ 乃 至 図 ８ に 基 づ き 説 明 す る 。
　 こ の ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ は 、 基 台 ２ ０ に 対 し て 枢 支 軸 ２ １ 周 り に 回 動 自 在 な
回 転 体 ２ ２ と 、 こ の 回 転 体 ２ ２ の 基 台 ２ ０ 寄 り 側 に 設 け ら れ る 第 １ の ク ラ ン プ 部 と し て の
ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 ２ ３ と 、 こ の ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 ２ ３ の 挿 入 バ ー ｊ の 傾 斜 角 を 変 化 さ
せ る た め の エ ア シ リ ン ダ ２ ４ と 、 回 転 体 ２ ２ の ス ラ イ ド 台 ２ ５ に ス ラ イ ド 自 在 に 設 け ら れ
る 左 右 一 対 の ピ ボ ッ ト 支 持 台 ２ ６ と 、 ス ラ イ ド 台 ２ ５ の 基 台 ２ ０ 寄 り 側 に 設 け ら れ る フ ロ
ン ト 固 定 部 ３ ０ を 備 え て お り 、 前 記 ピ ボ ッ ト 支 持 台 ２ ６ は 、 駆 動 モ ー タ ２ ８ の 作 動 に よ っ
て 、 図 ６ の 矢 印 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に さ れ る と と も に 、 各 ピ ボ ッ ト 支 持 台 ２ ６ の 上 部 に は
、 車 体 フ レ ー ム の ピ ボ ッ ト ｂ を 支 持 す る こ と の で き る 第 ２ の ク ラ ン プ 部 と し て の 基 準 ピ ン
部 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 ２ ３ の 挿 入 バ ー ｊ は 、 ヘ ッ ド パ イ プ
ａ 内 に 挿 入 さ れ た 後 、 例 え ば 拡 縮 自 在 な 爪 チ ャ ッ ク 機 構 に よ り ヘ ッ ド パ イ プ ａ 内 に 固 定 で
き る よ う な 構 造 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ で ワ ー ク Ｗ を 保 持 す る 場 合 、 機 種 に 応 じ た 車 体 フ レ
ー ム の ヘ ッ ド パ イ プ ａ の 傾 斜 角 に 合 わ せ て ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 ２ ３ の 挿 入 バ ー ｊ の 傾 斜 角
を 調 整 す る こ と は 勿 論 で あ る が 、 挿 入 バ ー ｊ を ヘ ッ ド パ イ プ ａ に 挿 入 し て 固 定 し た だ け で
は 、 ピ ボ ッ ト 支 持 台 ２ ６ を 上 下 、 水 平 の 二 軸 方 向 に 移 動 さ せ な け れ ば 、 基 準 ピ ン 部 ２ ７ を
所 望 の ピ ボ ッ ト ｂ の 位 置 に 合 わ せ る こ と は で き な い 。
　 こ の た め 、 本 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ で は 、 ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 ２ ３ の 挿 入 バ ー
ｊ の 傾 斜 角 を 、 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ の 作 動 に よ り 、 取 扱 う 機 種 の ヘ ッ ド パ イ プ ａ の 傾 斜 角 に
合 わ せ た 後 、 ヘ ッ ド パ イ プ ａ 内 に 挿 入 し て 固 定 し 、 そ の 後 、 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ の 圧 力 を 抜
い て 挿 入 バ ー ｊ の 傾 斜 角 が フ リ ー に な る よ う に し 、 そ の 後 、 ピ ボ ッ ト 支 持 台 ２ ６ を 一 軸 方
向 に だ け ス ラ イ ド さ せ て 各 基 準 ピ ン 部 ２ ７ に よ り 左 右 の ピ ボ ッ ト ｂ を 保 持 で き る よ う に し
て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 保 持 方 法 を 採 用 す る こ と で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 機 種 に よ っ て ヘ ッ ド パ イ プ
ａ の 傾 斜 角 や 、 ピ ボ ッ ト ｂ 位 置 ま で の 水 平 、 垂 直 距 離 が 異 な る 場 合 で あ っ て も 、 ピ ボ ッ ト
支 持 台 ２ ６ を 一 軸 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る だ け で の 基 準 ピ ン 部 ２ ７ に よ り ピ ボ ッ ト ｂ を 保 持
で き る よ う に な り 、 装 置 の 簡 素 化 、 軽 量 化 が 図 ら れ る 。
　 な お 、 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ に よ り 車 体 フ レ ー ム の 両 側 の ピ ボ ッ ト ｂ を 保 持 す
る の は 、 溶 接 段 階 で は 正 確 に 位 置 決 め 保 持 す る 必 要 が あ る か ら で あ り 、 前 記 搬 送 ロ ボ ッ ト
５ が 車 体 フ レ ー ム の リ ヤ フ レ ー ム の ク ラ ン プ 位 置 ｃ を 把 持 す る の は 、 搬 送 段 階 で は さ ほ ど
正 確 な 位 置 決 め は 必 要 と さ れ な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 こ の ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ に セ ッ ト さ れ た ワ ー ク の 姿 勢 は 、 図 ８ に 示 す
よ う に 、 回 転 体 ２ ２ が 枢 支 軸 ２ １ 周 り に 回 転 自 在 に さ れ る と と も に 、 枢 支 軸 ２ １ と 基 準 ピ
ン 部 ２ ７ を 結 ぶ 軸 線 ｙ 周 り に 回 動 自 在 に さ れ る こ と か ら 、 ワ ー ク Ｗ の 姿 勢 を 任 意 に 変 更 す
る こ と が で き 、 最 適 の 方 向 か ら 溶 接 で き る と と も に 、 溶 接 時 の ス パ ッ タ の 発 生 方 向 等 が ワ
ー ク Ｗ に 不 具 合 を 与 え な い 姿 勢 で 溶 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う な 自 動 溶 接 シ ス テ ム １ 全 体 の 作 用 等 を 説 明 す る 。
　 図 １ の 部 品 セ ッ ト 部 ３ に お い て 仮 付 け 治 具 ２ 上 に 作 業 者 が 組 付 部 品 を セ ッ ト し 、 そ の 後
、 仮 付 け 治 具 ２ を 仮 付 け ス テ ー シ ョ ン ４ に 搬 送 す る 。 す る と 、 仮 付 け ス テ ー シ ョ ン ４ で は
不 図 示 の 溶 接 ロ ボ ッ ト に よ り 部 品 の 仮 付 け 溶 接 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 仮 付 け 治 具 ２ 上 で 部 品 が 仮 付 け 溶 接 さ れ る と 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ が 作 動 し 、 い ず れ か 一 方
側 の 把 持 部 ８ ｂ で ワ ー ク Ｗ を 把 持 す る 。 す な わ ち 、 エ ア シ リ ン ダ １ ３ の 作 動 に よ り 、 ヘ ッ
ド パ イ プ 固 定 部 １ １ ｂ の 挿 入 バ ー ｉ の 傾 斜 角 を 、 所 定 の ヘ ッ ド パ イ プ ａ の 傾 斜 角 に 合 わ せ
た 後 、 ヘ ッ ド パ イ プ ａ 内 に 上 方 か ら 挿 入 し て 固 定 し 、 そ の 後 、 エ ア シ リ ン ダ １ ３ の 圧 力 を
抜 い て 挿 入 バ ー ｉ の 傾 斜 角 が フ リ ー に な る よ う に し 、 そ の 後 、 フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４ ｂ
を ス ラ イ ド さ せ て リ ヤ フ レ ー ム の ク ラ ン プ 位 置 ｃ を 把 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 い で 、 把 持 し た ワ ー ク Ｗ を 増 打 ス テ ー シ ョ ン ６ に 搬 送 し 、 ワ ー ク Ｗ を ワ ー ク セ ッ ト ・
姿 勢 制 御 治 具 ７ に 受 渡 す が 、 こ の 際 、 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ 上 に は 、 そ の 前 の 段
階 で 本 付 け 溶 接 さ れ た ワ ー ク Ｗ が 存 在 す る た め 、 こ の 本 付 け 溶 接 さ れ た ワ ー ク Ｗ を 払 出 さ
な け れ ば 、 仮 付 け し た ワ ー ク Ｗ を 受 渡 す こ と が で き な い 。
　 そ こ で 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ は 、 ア ー ム １ ０ が 中 心 軸 ｘ 周 り に １ ８ ０ 度 回 転 し て 、 他 方 側 の
把 持 部 ８ ａ が 下 方 向 き と な り 、 こ の 把 持 部 ８ ａ で 払 出 し 用 の ワ ー ク Ｗ を 把 持 し た 後 、 再 び
反 転 し て 仮 付 け し た ワ ー ク Ｗ を ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ に 受 渡 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ で は 、 ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 ２ ３ の 挿 入 バ ー ｊ
の 傾 斜 角 を 、 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ の 作 動 に よ り 、 ヘ ッ ド パ イ プ ａ の 所 定 の 傾 斜 角 に 合 わ せ た
後 、 ヘ ッ ド パ イ プ ａ 内 に 下 方 か ら 挿 入 し て 固 定 し 、 そ の 後 、 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ の 圧 力 を 抜
い て 挿 入 バ ー ｊ の 傾 斜 角 が フ リ ー に な る よ う に し 、 そ の 後 、 ピ ボ ッ ト 支 持 台 ２ ６ を 一 軸 方
向 に だ け ス ラ イ ド さ せ て 基 準 ピ ン ２ ７ に よ り ピ ボ ッ ト ｂ を 保 持 す る 。 そ し て 、 ワ ー ク セ ッ
ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ が ワ ー ク Ｗ を 保 持 す る と 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の 把 持 部 ８ ｂ は 把 持 を 開 放
し て 離 脱 し 、 他 方 側 の 把 持 部 ８ ａ で 把 持 す る ワ ー ク Ｗ を ワ ー ク 払 出 部 に 搬 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の よ う な 要 領 に よ り 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ の 移 動 軌 跡 を 最 小 に す る こ と が で き 、 搬 送 効
率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ で は 、 位 置 決 め さ れ た ワ ー ク Ｗ を
本 付 け 溶 接 す る に あ た り 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ワ ー ク Ｗ の 姿 勢 を 任 意 に 変 更 し な が ら 行 う
こ と で 、 最 適 な 方 向 か ら 溶 接 で き る と と も に 、 溶 接 時 の ス パ ッ タ が ワ ー ク Ｗ に 与 え る 悪 影
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響 を 避 け る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 ７ 本 体 の 構 成 は 簡 素 で あ り 、 あ ら ゆ る 機 種 の ワ ー ク
Ｗ に 一 台 で 対 応 で き る た め 、 設 備 ス ペ ー ス を み や み に 広 げ る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 以 上 の 実 施 例 で は 、 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム を 例 に と っ て 説 明 し た が 、
四 輪 バ イ ク 型 車 両 を 把 持 す る 場 合 は 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ５ に お い て は 、 フ ロ ン ト 固 定 部 １ ５ ａ
、 １ ５ ｂ と フ レ ー ム ク ラ ン プ 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ に よ っ て 行 い 、 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治
具 ７ に お い て は 、 フ ロ ン ト 固 定 部 ３ ０ と ピ ボ ッ ト 支 持 台 ２ ６ の 基 準 ピ ン ２ ７ に よ っ て 行 う
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 姿 勢 制 御 治 具 は 、 ワ ー ク の 複 数 箇 所 を ク ラ ン プ し て 正 確 に 位 置 決 め で
き る と と も に 、 任 意 の 姿 勢 に 変 換 し て 溶 接 で き る の で 、 自 動 化 率 が 向 上 し 、 ス パ ッ タ に よ
る 不 具 合 も 抑 制 さ れ る と 同 時 に 、 す べ て の 機 種 の ワ ー ク に 一 台 で 対 応 す る こ と が で き る の
で 、 特 に バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の 自 動 溶 接 に 効 果 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 自 動 溶 接 シ ス テ ム 全 体 の 構 成 概 要 の 一 例 を 示 す 全 体 図
【 図 ２ 】 搬 送 ロ ボ ッ ト の 説 明 図
【 図 ３ 】 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の 一 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 二 輪 バ イ ク 型 車 両 の 車 体 フ レ ー ム の 機 種 に よ る 形 態 の 違 い の 一 例 を 示 す 説 明 図
【 図 ５ 】 搬 送 ロ ボ ッ ト に よ る ワ ー ク 把 持 要 領 の 一 例 を 示 す 説 明 図
【 図 ６ 】 増 打 ス テ ー シ ョ ン に 配 置 さ れ る ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 の 説 明 図
【 図 ７ 】 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 に よ る ワ ー ク 保 持 要 領 の 一 例 を 示 す 説 明 図
【 図 ８ 】 ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 に よ る ワ ー ク 姿 勢 制 御 の 一 例 を 示 す 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
６ … 増 打 ス テ ー シ ョ ン 、 ７ … ワ ー ク セ ッ ト ・ 姿 勢 制 御 治 具 、 ２ ０ … 基 台 、 ２ １ … 枢 支 軸 、
２ ２ … 回 転 体 、 ２ ３ … ヘ ッ ド パ イ プ 固 定 部 、 ２ ６ … ピ ボ ッ ト 支 持 台 、 ２ ７ … 基 準 ピ ン 部 、
Ｗ … ワ ー ク 、 ａ … ヘ ッ ド パ イ プ 、 ｂ … ピ ボ ッ ト 。

10

20

30

(7) JP 2007-203345 A 2007.8.16



【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ７ 】

(13) JP 2007-203345 A 2007.8.16



【 図 ８ 】

(14) JP 2007-203345 A 2007.8.16



フロントページの続き

(72)発明者  佐藤　文夫
            東京都港区南青山２丁目１番１号　本田技研工業株式会社内
Ｆターム(参考) 4E081 YC02 

(15) JP 2007-203345 A 2007.8.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

